
地方厚生(支)局医療課御中

事務連絡

平成23年4月 13日
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経腸栄養剤の適正使用に関するお願いについて(その2)

標記については、「経腸栄養剤の適正使用に関するお願いについてJ(平成

23年4月1日付け医政局経済課・保険局医療課事務連絡。以下 r4月1日付

事務連絡」という。)においてお願いしてきたところであります。

経腸栄養剤(医薬品)全体の供給状況については、 4月1日付事務連絡にて

お伝えしたところですが、その後、医薬品の供給見通し及び在庫状況の若干の

改善が見られたことから、現時点では、経腸栄養剤(医薬品)全体として、 4

月は引き続き 2割程度分の不足となるものの、 5月後半以降、状況は改善され、

6月以降は震災前と同じ量が供給される見込みとなっております。

しかしながら、まだまだ予断を許さぬ状況であるところ、特に、 4月1日付

事務連絡の記2の内容(在宅患者へ優先的に使用していただきたいこと。)ににつ

いて、現場の医療機関まで周知が行き届いていないと恩給れる事例も散見され

ますので¥再度、関係者に周知・徹底いただきますようよろしくお願いいたし

ます。

なお、経腸栄養剤(医薬品)と代替可能性があるいわゆる医療食につきまし

ては、食品業界の協力によって4月及び5月は、現時点で昨年より 1割以上の

増産(医薬品相当では2割以上の増産)予定である旨、申し添えます。



(参考)

事務連絡

平成23年4月1日

地方厚生(支)局医療課御中

厚生労働省医政局経済課

保険局医療課

経腸栄養剤の適正使用に関するお願いについて

平成23年3月11日の東北地方太平洋沖地震の影響により、経腸栄養剤「エ

ンシュア・リキッドJ(250mL缶入)及び「エンシュア・ HJ (250mL缶入) (製

造販売.明治乳業株式会社 (4月1日から株式会社明治)、販売:アボット ジ

ャパン株式会社)については同製剤の缶容器を製造・供給する企業の仙台玉揚

が被災したため、同製剤jの製造が一時中断しております。

同社は、現在、製造再開に向けた準備(出荷開始は5月下旬予定)、被災の

影響のなかった「エンシュア・リキッドJ(500mLバッグ入)の増産、海外か

らの「エンシュア.HJの輸入・販売を進めております。

また、園内で代替医薬品となる「ラコール配合経腸周波」を製造販売してい

るイーエヌ大塚製薬株式会社においても増産を行っています。

上記のような対応により、遅くとも 6月以降は震災前と同じ量が供給されま

すが、 4月及び5月は、現時点における在庫(約1ヶ月分)を含めても経腸栄

養剤(医薬品)全体として、最大2割程度分の不足となる状況が想定されてい

ます。

このような杭況の下、一時的な供給量減少による患者への影響を最小限とす

1るため、下記につきご協力をお願いしたく、貴管下の保険医療機関及び保険薬

局への周知をお願いいたします。

記

1.医療機関及び薬局におかれましては、経腸栄養剤(医薬品)の通常時を

上回る在庫の保持を控えていただきたいこと



2.経腸栄養剤については薬事法上の医薬品として承認を得ているものの

ほか、いわゆる医療食としての扱いを受けている類似の製品があります。

在宅療養j患者等の場合には、いわゆる医療食への切り換えにより自己

負担が増大することから、当面、経腸栄養剤(医薬品)については、外

科手術後の患者など真に必要な患者への使用を最優先していただきつ

，つも、入院患者でいわゆる医療食等を用いた食事療養が可能な患者につ

いては、出来る限り院内での食事療養費で対応していただくこととし、

在宅患者等へ医薬品を優先的に使用することとしていただきたいこと。

3.医療機関及び薬局においては、患者への最適な医療を確保しつつも、当

面、医薬品の長期処方の自粛あるいは分割調剤の考慮、など、必要最小限

の最適な処方・調剤を行っていただきたいこと


